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（独）防災科学技術研究所

「災害リスク情報の利活用に関する研究」プロジェクト

eコミュニティと地域防災

1

第１部：

防災科学技術研究所 シンポジウム

「リスク社会のイノベーション2013」

-情報共有に基づく公民協働の実現を目指して-

＜イントロダクション資料＞
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ますます進む災害リスク情報の公開

2

岩手県立大学総合政策学部牛山研究室・日本損害保険協会（2006）

ハザードマップを公開した市町村
（平成25年2月13日時点）

国土交通省「ハザードマップポータルサイト」より引用

ハザードマップの公開状況
（例：洪水ハザードマップ）
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災害リスク情報を防災に利活用する仕組み：eコミウェア

3

コミュニティ

……
……

被災市民による
撮影写真・動画

ライブカメラ

航空撮影映像

行政Webサイト

ソーシャルメディア
（twitter等）

……
……

コミュニティFM
放送録

災害救援
活動記録

ハザードマップ

各種センサー

インターネット

eコミウェア

被害想定図

災害履歴
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eコミウェア・ファミリー一覧

 情報を利活用する仕組み
» eコミグループウェア

» eコミマップ

 情報を流通させる仕組み、検索する仕組み
» 相互運用gサーバー

» 災害リスク情報クリアリングハウス

 情報を集める仕組み、集めた情報を編集して活用する仕組み
» アーカイブデータベースシステム

» アーカイブデータ利活用システム（電子教材、電子ノートサービス等）

 東日本大震災への適用で生まれた現地活動支援システム
» 災害ボランティアセンター運営支援システム

» 見守り情報管理システム

» ガレキ処理管理支援システム

» 罹災証明発行支援システム
4
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情報を利活用する仕組み①…eコミグループウェア

 地域内での情報共
有や外への情報発
信を可能とした、ウ
ェブベースの情報
プラットフォーム

 特徴
» レイアウト自由

» グループ間、コミュ
ニティ間で情報を
連動

» ユーザー権限、コ
ンテンツ利用権限
の自由な設定

» 音声、写真、動画
等を統合的に利用
可能

5
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6

情報を利活用する仕組み②…eコミマップ

●ハザード情報（防災科研等）

●ハザードマップ（自治体） ●交通情報（企業） ●明治時代の地図（農研機構）

●戦後の空中写真（地理院）

様々な地理空間情報を、重ね合わせて統合し、参加型で情報を追加したり、
議論や意思決定を行うことができるWebマッピングシステム

●土地条件図（国土地理院）

●現在の空中写真（企業）

●現在の地図（企業）

●住民による
写真・文字の入力

eコミグループウェア
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7

情報を流通させる仕組み、情報を検索する仕組み

 地理空間情報を統合利用可能な国際
標準のデータ流通方式（オープンデー
タ）により発信可能なアプリケーション

7

国・自治体

研究機関

大学等

メタデータ
相互運用ｇサーバー

eコミマップ

 公開されている地理空間情報の
所在を検索するシステム

①災害リスク情報が
ある場所を探す

②災害リスク情報の
ある場所からデータを
取得

災害リスク情報クリアリングハウス

災害リスク情報
検索結果

オープンソースで公開中

公開準備中
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情報を集める仕組み、集めた情報を利活用する仕組み

 写真、動画、音声、数値データ等の
情報を参加型で集約するシステム

8

アーカイブ
データ

 アーカイブデータを取得して自
ら活用できるシステム

アーカイブデータベースシステム

API

アーカイブデータ利活用システム

防災教育、復興ツーリズム等への活用データ登録、検索、API公開機能
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平時の地域防災とeコミュニティ

 「共助」のためには、平時からの関係性が不可欠
» 地域のリスクを知り、コミュニティ同士や行政、企業等と連携し、参加型・

協働型で地域の防災に取り組む社会

9

情報×ツール
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東日本大震災における利活用

10
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eコミウェアの普及・展開を図る「eコミウェアフォーラム」

 ツールが公開されるだけでは、コ
ミュニティの協働は進まない

 どのようにすれば、コミュニティの
協働は進むのか、そして継続す
るのか

 この課題を協働で考え、協働で
推進していく団体として２０１０年
３月２４日設立
» 開発コミュニティ、ユーザーコミュニ

ティの協働、交流

» ソフトウェアの管理、等

11

http://ecom‐ware.jp

法人化に向けて検討中
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第１部の発表内容

 1. eコミウェアとリスクコミュニケーション手法の実事例
» 防災コンテステストを通じた地域防災の高度化事例

- e防災マップと防災ラジオドラマ

• 須永 洋平（独立行政法人 防災科学技術研究所 研究員）

» 地域コミュニティの協働による地域防災の高度化事例

–地域、学校、福祉、ボランティア

• 李 泰榮（独立行政法人 防災科学技術研究所 研究員）

» eコミマップを使った地域での実践事例

• 古瀬 勇一（特定非営利活動法人 ドゥチュウブ 副理事長）

 2. eコミウェアの開発
» eコミウェアの最新開発状況 - eコミマップから情報アーカイブまで

• 田口 仁（独立行政法人 防災科学技術研究所 研究員）

 3. eコミウェアの今後の展開
» 開発コミュニティとユーザーコミュニティの協働に基づくeコミウェアの新た

な戦略

• 長坂 俊成（独立行政法人 防災科学技術研究所 プロジェクトディレクター）
12


